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指
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学
校
保
健
法
に
も
と
づ
く
「
学
校
病
」
指
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書

学
校
保
健
法
は
、
「
児
童
、
生
徒
、
学
生
及
び
幼
児
並
び
に
職
員
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り
、
も
っ
て
学
校
教
育
の
円
滑

な
実
施
と
そ
の
成
果
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
目
的
の
達
成
の
た
め
に
、
経
済
的
な
困
難
を
か
か

え
る
家
庭
の
児
童
・
生
徒
（
要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童
生
徒
）
に
つ
い
て
は
、
「
伝
染
性
又
は
学
習
に
支
障
の
生
ず
る
疾
病

で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
を
治
療
す
る
た
め
、
「
医
療
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
必
要
な
援
助
」
を
地
方
公
共
団
体
が
行
う
こ

と
を
定
め
、
国
に
つ
い
て
も
予
算
の
範
囲
内
で
、
そ
の
「
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
て
い
る
（
第
十

七
条
、
第
十
八
条
）
。

九
九
年
度
に
国
に
申
請
さ
れ
た
治
療
費
援
助
の
件
数
は
九
万
三
三
七
二
件
（
延
べ
件
数
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
施
策

は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
し
、
健
康
の
保
持
増
進
を
は
か
る
う
え
で
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
を
と
り
ま
く
生
活
・
学
校
環
境
、
医
療
の
発
展
等
に
対
応
し
て
、
施
策
の
発
展
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
「
学
校
保
健
法
施
行
令
」
（
一
九
五
八
年
制
定
）
第
七
条
に
定
め
る
、
治
療
費
援
助
対
象
の
疾
病
「
学
校
病
」

は
、
制
定
か
ら
四
十
数
年
、
指
定
す
る
疾
病
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ず
、
子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く
生
活
・
学
校
環
境
や
医
学
の

発
達
に
対
応
で
き
て
い
な
い
。
「
学
校
病
」
指
定
に
つ
い
て
以
下
質
問
す
る
。

一



一

皮
膚
病
に
関
し
て
は
、
「
白
癬
、
疥
癬
、
お
よ
び
膿
痂
疹
」
と
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
今
日
子
ど
も
の
皮
膚
病
と
し
て
増

加
の
傾
向
に
あ
る
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
を
加
え
る
べ
き
で
あ
る
が
ど
う
か
。

財
団
法
人
「
日
本
学
校
保
健
会
」
発
行
の
冊
子
で
も
、
「
近
年
、
ア
ト
ピ
ー
な
ど
ア
レ
ル
ギ
ー
性
の
病
気
は
増
加
」
し
て

い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
「
難
治
と
い
わ
れ
、
自
覚
的
に
も
、
他
覚
的
に
も
苦
痛
の
伴
う
こ
の
病
気
に
対
し
、
学
校
を
含
む

周
辺
の
人
々
の
知
識
と
理
解
、
治
癒
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
の
見
解
が
し
め
さ
れ
て
い
る
。
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
は
、
治
療
費
の
ほ
か
、
除
去
食
な
ど
に
相
当
な
費
用
を
必
要
と
す
る
場
合
も
あ
り
、
治
療
費
援
助
へ
の
要
望

が
多
く
聞
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
九
九
九
年
、
私
が
同
行
し
た
市
民
団
体
の
文
部
省
へ
の
陳
情
で
は
、
「
学
校
病
」
に
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
を
含
め
る
か
等
の
質
問
に
対
し
、
「
学
校
病
」
指
定
の
疾
病
項
目
の
見
直
し
に
前
向
き
に
と
り
く
む
旨
の
回
答
が

あ
っ
た
。
現
時
点
で
「
学
校
病
」
指
定
の
見
直
し
の
方
向
、
改
正
の
目
途
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

学
校
保
健
法
施
行
令
で
は
「
学
校
病
」
の
う
ち
、
「
う
歯
」
に
つ
い
て
の
み
、
治
療
費
援
助
と
な
る
治
療
内
容
を
示
し
て

い
る
。

こ
の
治
療
内
容
は
、
乳
歯
で
は
「
抜
歯
」
と
し
て
い
る
が
、
小
児
歯
科
学
会
で
は
、
乳
歯
の
早
期
抜
歯
は
、
永
久
歯
の
歯

二



列
不
正
、
咀
嚼
障
害
、
発
音
障
害
だ
け
で
な
く
、
平
衡
感
覚
機
能
や
運
動
能
力
発
達
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
報
告
さ
れ

て
い
る
。
文
部
省
発
行
の
「
小
学
校

歯
の
保
健
指
導
の
手
引
き
」
（
一
九
九
二
年
改
訂
版
）
で
も
「
身
体
や
あ
ご
の
発
達

の
最
も
著
し
い
小
学
校
の
時
期
に
お
い
て
、
乳
歯
を
健
康
に
保
つ
こ
と
は
、
永
久
歯
や
体
の
健
全
発
育
に
き
わ
め
て
重
要
で

あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。

乳
歯
の
抜
歯
に
限
定
せ
ず
、
必
要
な
治
療
に
つ
い
て
援
助
を
行
え
る
よ
う
改
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

三

永
久
歯
の
「
う
歯
」
に
対
す
る
治
療
費
援
助
は
、
「
ア
マ
ル
ガ
ム
充
填
、
複
合
レ
ジ
ン
充
填
、
銀
合
金
イ
ン
レ
ー
の
治

療
」
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
歯
科
医
師
か
ら
は
、
銀
合
金
は
展
延
性
が
悪
い
た
め
窩
洞
部
へ
の
適
合
性
に
難
が
あ

り
、
多
大
な
咬
合
圧
の
か
か
る
大
臼
歯
部
の
歯
冠
修
復
な
ど
で
は
、
二
次
カ
リ
エ
ス
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
こ
と
や
、
口
腔

内
で
硫
化
し
黒
変
す
る
な
ど
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
、
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
の
使
用
が
最
低
限
必
要
と
の
意
見
が
出
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
「
う
歯
」
が
「
Ｃ
�
」
に
進
行
し
た
場
合
、
抜
髄
処
置
を
し
な
け
れ
ば
痛
み
を
止
め
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
も
治
療
費

援
助
の
対
象
外
で
あ
る
。

こ
う
し
た
治
療
は
、
今
日
、
生
活
保
護
、
母
子
保
健
で
保
障
さ
れ
る
治
療
と
比
し
て
も
劣
悪
と
な
っ
て
い
る
。
永
久
歯
の

三



治
療
に
つ
い
て
も
現
行
の
制
度
を
見
直
し
、
保
健
適
応
の
範
囲
ま
で
広
げ
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

四

今
後
、
「
学
校
病
」
指
定
の
見
直
し
を
適
宜
行
い
、
子
ど
も
を
と
り
ま
く
生
活
環
境
等
の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
、
同
時
に
、
医
療
・
教
育
関
係
者
、
父
母
な
ど
の
意
見
を
反
映
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

右
質
問
す
る
。

四


